
は
、
學
界
に
と
っ
て
幸
慶
と
謂
ふ
べ
き
で
あ
る
。

　
太
・
書
は
、
原
始
篇
と
土
俗
篇
の
二
漸
よ
り
な
り
、
勲
ハ
の
嗣
溺
で
は
、
主
と

し
て
糊
文
土
器
の
施
文
か
ら
看
取
さ
れ
る
繊
維
工
藝
、
を
論
じ
、
後
湧
で
は
、

現
代
日
太
・
の
蝿
墨
入
や
臼
木
樹
邊
の
未
閉
斑
族
の
山
∴
俗
晶
に
就
い
て
、
梵
ハ
等

に
見
る
編
物
、
織
物
を
通
じ
て
、
田
木
屑
器
時
代
の
繊
維
工
学
を
解
明
す
る

鋳
謹
と
し
ょ
う
と
し
て
み
る
Q
郭
ち
前
者
で
は
、
日
本
眉
墨
縫
代
土
器
、
（
羅

交
土
器
）
の
地
方
縮
…
を
蓮
べ
た
後
、
複
離
極
ゆ
な
い
羅
文
の
施
文
法
を
詳
細

に
考
査
し
、
蕪
ね
て
譲
文
、
櫛
目
交
、
押
型
交
に
ま
で
論
及
し
て
を
り
、
ま

た
我
が
石
器
時
代
の
特
殊
遺
物
た
る
騰
奥
憂
川
泥
炭
遺
跡
繊
土
の
有
機
質
遺

物
の
一
般
的
性
質
と
其
の
化
鍛
的
公
析
の
結
果
を
叙
無
し
、
な
ほ
石
器
蒔
代

の
工
具
に
黒
し
て
も
、
工
藝
酌
見
地
よ
り
示
唆
に
富
ん
だ
魏
蓮
を
試
み
て
み

る
。
後
者
で
は
、
ア
イ
ヌ
を
中
心
と
し
て
北
方
及
び
南
方
の
書
斎
堤
族
の
土

俗
融
及
び
臼
本
の
機
藝
融
に
於
け
る
編
物
、
織
物
の
繊
維
紐
織
を
吟
讃
し
た

後
、
服
装
、
被
り
物
、
履
物
類
に
現
れ
た
繊
維
工
藝
と
詫
ハ
の
材
料
に
聾
す
る

委
細
な
記
載
を
以
っ
て
し
て
み
る
。

　
、
本
書
に
よ
っ
て
從
來
閑
却
さ
れ
て
る
た
著
渚
の
所
謂
欝
本
眉
器
時
代
の

『
軟
質
文
化
蜘
な
る
も
の
は
、
其
の
内
容
に
閉
確
の
度
を
加
へ
ら
れ
、
ま
た
錯

綜
せ
る
羅
交
の
構
成
及
び
施
交
矧
に
陣
す
る
杉
山
氏
の
解
灘
が
明
に
せ
ら
れ

た
。
そ
し
て
此
れ
を
通
じ
て
著
渚
が
、
當
代
入
の
衣
服
は
、
獣
皮
や
樹
皮
を

そ
の
誼
」
麗
つ
た
原
始
的
な
も
の
で
な
く
、
野
芝
、
的
に
高
度
に
護
帯
し
て
み

る
編
物
類
か
ら
考
へ
て
も
、
織
物
と
し
て
相
欝
蓬
臆
し
て
み
た
と
す
る
推
論

を
下
さ
れ
て
み
る
の
は
、
注
際
す
べ
き
で
あ
る
◎

　
た
章
本
書
を
通
弊
し
て
感
ぜ
ら
れ
る
の
は
、
原
始
篇
と
土
俗
篇
が
一
議
の

『
原
始
工
藝
史
』
と
し
て
な
ほ
統
一
を
敏
く
の
憾
み
の
あ
る
ご
と
で
あ
る
。
土

俗
学
を
以
っ
て
、
原
始
籍
の
内
容
を
傍
蒼
し
、
補
填
せ
ん
と
す
る
薯
者
の
意

岡
は
、
本
害
に
於
い
て
實
際
の
上
で
は
な
ほ
別
個
の
著
作
の
如
き
縄
を
誤
れ

・
て
る
な
い
。
奥
に
本
潜
が
『
工
房
史
』
で
あ
る
以
上
、
ひ
と
り
羅
文
土
器
の
地

方
梢
ば
か
り
で
な
く
、
・
鯵
代
絹
に
關
す
る
考
慮
も
艶
ま
し
か
っ
た
Q
現
今
に

於
け
る
我
が
湛
古
の
文
化
の
研
究
に
は
、
其
の
方
法
や
態
度
に
就
い
て
、
多

く
の
議
す
べ
き
尊
慮
の
あ
る
こ
と
ほ
、
導
賞
で
あ
る
が
、
著
者
の
前
著
『
日

本
原
始
工
瓶
藍
の
公
刊
後
十
激
年
神
に
於
け
る
蓬
歩
は
、
何
人
も
否
み
得
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

い
所
で
あ
っ
て
見
れ
ば
、
お
の
薪
知
見
を
盛
っ
て
駈
謂
『
臓
本
原
始
繊
維
工

藝
幽
を
歴
史
的
に
掘
揚
さ
れ
た
な
ら
ば
と
の
燭
韮
の
感
な
き
を
得
な
い
の
で

あ
る
。
併
し
、
等
等
此
の
方
面
の
調
査
・
考
察
に
画
し
、
其
の
分
野
に
か
う

し
た
業
績
を
示
さ
れ
て
行
く
著
奢
の
落
蓋
が
、
學
界
の
進
蓮
に
資
す
る
も
の

」
あ
る
こ
と
は
、
言
を
侯
た
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
（
規
絡
外
、
懲
四
六
借
版
、
二
雛
。
本
交
、
三
，
二
四
頁
、
帯
磁
、
一
九
九

　
　
葉
。
雄
肉
閣
、
獲
行
。
定
償
、
凱
給
圓
。
）
（
角
田
交
徳
）

蓮
　
　
賀
　
　
珊

一
筑
前
立
屋
敷
遣
跡
調
査
報
ル
賀
一
i

杉
　
原
　
蕪
．
介
著
．

　
遽
賀
川
な
る
名
は
彌
生
式
土
器
の
古
式
の
も
の
に
封
ず
る
名
徳
と
し
て
、

其
文
化
研
究
者
に
親
し
い
も
の
で
あ
り
、
此
大
陸
に
近
か
い
炭
鑛
地
煮
た
る

蓬
賀
…
川
流
域
の
低
地
帯
は
、
畿
内
の
譜
れ
と
並
ん
で
旧
本
に
於
繰
る
彌
生
式

交
化
育
成
地
域
の
一
を
な
し
て
み
る
。
灰
が
か
曳
る
重
要
地
域
な
る
に
も
不

拘
、
從
來
本
流
域
の
遣
跡
と
し
て
は
上
流
飯
塚
市
の
立
岩
或
は
講
書
の
主
膿
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紹

介

第
二
十
八
巷
　
第
瓢
號

九
七



紹

介

第
二
十
八
巻
　
第
三
號
、

九
八

を
な
す
水
巻
町
大
字
伊
佐
座
域
は
立
罐
刑
蝦
鯛
ハ
臼
他
の
山
出
土
品
が
個
々
に
取
り
上

げ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
」
に
棄
て
杉
原
賄
介
氏
及
び
東
京
考
古
藥
愈
の

同
人
は
こ
の
敏
を
補
ふ
べ
く
、
昭
和
十
五
年
八
月
十
一
H
よ
り
約
一
週
閻
、

立
聖
駕
遺
跡
に
就
い
て
の
獲
掘
調
査
を
行
ふ
た
の
で
あ
っ
て
、
木
…
習
は
そ
の

結
果
の
報
告
で
あ
る
o
A
閥
到
、
本
文
五
〇
頁
、
脚
版
三
六
葉
よ
り
成
る

こ
の
書
は
、
先
づ
遺
跡
の
状
況
、
遺
物
の
解
説
、
分
類
な
る
一
般
報
告
講
の

型
に
依
る
記
蓮
の
他
に
、
別
に
第
五
章
に
丈
化
な
る
顔
団
を
設
け
、
立
巌
敷

出
土
の
遺
物
群
、
殊
に
土
器
の
も
つ
型
式
、
形
態
。
…
裸
相
を
概
塗
し
た
上
、

第
六
章
を
結
語
と
し
て
、
此
等
五
章
以
下
を
考
察
編
と
な
し
、
そ
れ
ら
に
三

分
の
一
以
上
を
費
す
所
に
一
つ
の
特
色
が
あ
り
、
こ
の
鮎
か
ら
す
迄
と
、
寧

ろ
論
題
た
る
の
趣
を
示
し
て
み
る
。
こ
の
報
告
融
と
し
て
や
玉
異
標
な
膿
裁

は
、
蓋
し
獲
掘
に
依
っ
て
量
・
質
共
に
目
星
し
き
も
の
を
見
出
さ
な
か
っ
た

事
と
ギ
著
者
が
こ
の
機
會
に
彌
生
式
土
器
丈
量
磯
を
開
陳
せ
ん
と
す
る
意
圓

　
　
　
　
　
へ

の
見
ら
れ
る
事
で
あ
ら
う
。
蒋
者
の
意
見
を
要
約
す
る
と
望
見
の
蠣
生
式
土

器
に
．
三
型
式
の
存
す
る
事
、
そ
の
初
期
の
立
魔
敷
暦
で
標
識
さ
れ
る
古
式
の

も
の
か
ら
、
伊
佐
座
贋
．
を
へ
て
末
期
水
巻
町
贋
に
到
る
ま
で
、
夫
々
。
麗
別
の

存
す
る
癖
、
そ
れ
ら
は
暦
序
の
上
か
ら
も
明
か
で
、
一
方
こ
の
纏
過
の
聞
に
、

は
時
の
漸
絶
が
考
へ
ら
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
師
ち
こ
の
聡
序
的
〃
悶
隔

は
そ
れ
三
三
っ
の
遺
跡
層
よ
り
復
元
さ
れ
る
聚
落
が
直
接
に
縫
敏
さ
れ
だ
も

の
で
な
い
こ
と
を
示
し
、
そ
の
闘
に
時
端
的
墜
隙
を
認
め
ざ
る
を
褐
ず
、
延

一
い
て
三
つ
の
聚
落
は
夫
々
自
身
の
文
化
期
に
於
い
て
、
一
懸
の
絡
末
を
遽
げ

て
る
る
こ
と
」
な
る
”
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
た
や
…
遺
跡
・
・
目
朧
の
記
述
に
依
る

と
同
地
は
散
布
地
た
る
の
性
絡
を
示
し
、
湛
賀
川
の
洪
水
氾
濫
が
充
分
豫
想

せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
殊
に
第
一
類
土
器
を
出
す
筈
の
立
魔
敷
暦
で
は
染
込

地
域
に
於
い
て
は
遽
に
遺
物
を
鵬
興
せ
ず
、
他
の
も
の
と
の
封
比
か
ら
服
に

推
定
し
た
に
過
ぎ
ず
、
第
二
第
三
の
十
割
序
の
翻
係
に
到
っ
て
も
、
之
を
立

謹
す
べ
き
ょ
り
客
親
的
な
詑
蓮
を
敏
い
．
て
る
る
。
黙
る
に
か
」
る
総
懸
な
基

盤
の
上
に
、
第
五
、
第
六
章
で
論
じ
ら
れ
た
檬
な
大
き
な
畢
生
並
製
化
論
を

展
開
さ
せ
た
の
で
あ
る
以
上
、
初
に
見
た
意
味
で
の
軍
要
な
調
蕎
報
告
嘗
た

る
の
感
が
少
く
、
寧
ろ
遠
賀
川
の
調
査
を
借
り
て
杉
原
氏
．
一
個
の
意
見
を
貞

由
に
書
き
立
て
た
感
が
深
い
。
こ
れ
は
鵡
土
品
が
僅
少
で
遺
跡
自
騰
に
書
き

立
て
る
べ
き
弓
庭
が
少
な
か
っ
た
と
い
ふ
事
の
故
に
是
認
せ
ら
る
べ
き
で
は

な
い
。
又
木
文
中
獲
掘
に
依
っ
て
逸
出
せ
ら
れ
た
個
々
的
な
も
の
に
墾
す
る

正
し
い
記
逃
が
な
く
、
從
來
出
土
の
土
器
と
一
括
し
て
述
べ
ら
れ
て
層
り
、

而
も
そ
れ
に
あ
っ
て
も
圃
版
蓼
照
番
號
す
ら
附
さ
れ
て
み
な
い
等
は
正
確
な

る
導
き
筈
の
泄
跡
の
調
査
報
告
と
し
て
の
何
よ
り
も
大
き
い
歓
焔
で
あ
る
。

な
ほ
こ
の
彌
生
式
文
化
連
な
る
も
の
も
わ
ざ
く
著
者
に
依
ら
．
ね
ば
な
ら
ぬ

が
如
き
新
鮮
昧
を
耀
く
も
の
な
る
に
於
い
て
、
そ
の
序
晶
蔵
に
於
け
る
著
者
の

抱
負
と
適
い
こ
と
を
も
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
が
あ
る
。
　
（
葦
牙
単
層
叢

行
、
馬
顔
拾
五
圓
、
×
藤
岡
謙
二
跳
，
）

羊
　
　
頭
　
、
窪

　
東
方
考
古
學
叢
刊
、

乙
種
第
三
冊
　
　
水
野
清
關
等
著

　
一
昨
年
の
秩
の
こ
之
で
あ
る
，
．
螢
城
子
四
早
山
項
塚
の
調
査
が
行
は
れ

て
、
既
庭
か
ら
蹴
富
な
黒
陶
を
護
劃
し
、
曾
爾
安
気
・
田
東
城
子
護
な
ど
の

史
雨
文
化
の
一
系
列
が
、
は
る
か
に
海
を
越
え
て
關
束
髪
に
竜
及
ん
で
み
た

（3一　L）・1）


